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注意度に応じた音声メディア制御による

会合への多重参加方法

高田 巡*       亀田 能成**      美濃 導彦**

*NECヒューマンメディア研究所,  **京都大学総合情報メディアセンター

１. はじめに 

近年のネットワーク環境の普及に伴い、テレコミュニ

ケーション分野におけるインフォーマルコミュニケーシ

ョン支援の重要性が高まっている。

一般に、インフォーマルコミュニケーションには、コ

ミュニケーションを行う時間や場所、話題に関して制約が

少ないという特徴がある。したがって、電子メディア上の

インフォーマルコミュニケーションにおいても、ユーザは

思い立った時、思い思いの場所で、様々な情報を交換でき

ることが望ましい。しかし、このような状況では、多くの

情報が様々な時間・空間に点在し、ユーザが自分にとって

興味のある情報を探し出しにくいという問題がある。

この問題への対応策として、われわれは、ユーザが同

時に複数のコミュニケーションの場（会合）に参加（多重

参加）し、音声で会話できる会議システムを提案、試作し

た。本システムでは、ユーザは複数の会合で交換されてい

る情報を同時に取得できるため、興味のある情報を探し出

しやすい。また、興味のある情報を探し出した場合、ユー

ザは音声を利用して手軽に情報交換に参加することがで

きる。

２. 音声を利用する多重参加の課題

多重参加の例を図１に示す。多重参加を行うことによ

って、ユーザは多くの情報を取得でき、興味のある情報を

探し出しやすくなる。しかし、音声メディアを利用して多

重参加を行う場合には、次の２点の両立が課題となる。

複数会合の音声の同時提供 ユーザにとって興味のある情

報を探し出しやすくするためには、システムは単一の会合

ではなく、複数会合の音声を同時に提供する必要がある。

音声混濁の緩和 一般に、複数音声を重畳すると、各音声

の判別が困難になる（音声の混濁）。ユーザがコミュニケ

ーションを円滑に行うためには、音声混濁が緩和されてい
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る必要がある。

図１ 多重参加

3. 注意による音声情報のフィルタリング

前述の２点を両立する手段として、われわれは認知心

理学における注意のフィルタ減衰理論[1]に注目した。

注意のフィルタ減衰理論によれば、人は複数の音声を

聞く時、全ての音声情報を意識化することはできない。し

かし、注意を向けている音声からは詳細な情報を得、注意

を向けていない音声からはおおまかな情報を得ることに

より、注意の度合いに応じて各音声を意識化することがで

きる（図２）。

図２ 注意のフィルタ減衰理論

このように、実世界では、注意の度合いに応じて情報に

フィルタリングが施され、それによって音声混濁が緩和さ

れている。そこで、会議システムにおいても、ユーザの注

意の度合いに応じて音声情報のフィルタリングを行うこ

とにより、音声混濁を緩和することができると考えられる。

４. 注意度に応じた音声メディア制御

３章で述べた考察に基づき、本稿では、注意度に応じ

た音声メディア制御方式を提案する（図３）。本方式では、

ユーザの注意の度合いを注意度として数値化し、注意度に

応じて各会合の音声メディアの制御を行う。注意度は次の
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２種類から成り、ユーザは、各会合の話題に対する興味な

どに応じてこれらの注意度を変化させる。

会合への注意度 各会合の会話に対してユーザが向けてい

る注意の度合いを表す。

新規音声への注意度 他のユーザに新たに話し掛ける/話

し掛けられる場合に、相手の音声に対してどの程度の注意

を向けるかを表す。

  また、人の注意の総量に限界がある[1]ことから、注意

度の総和に上限を設ける。一人のユーザについて、会合へ

の注意度と新規音声の注意度の総和は、この値を超えない

ものとする。ユーザが注意度を変化させ、その結果注意度

の総和が上限を超える場合には、システムはその他の注意

度を自動的に調節し、総和が上限値に収まるようにする。

図３ 注意度に応じた音声メディア制御

図３では、注意度の総和の上限を 100%として、ユーザ

Ａの注意度を表記している。ユーザＡの会合１への注意度

は 40%、会合２への注意度は 30%、新規音声への注意度

は 20%となっている。この場合、ユーザＡの注意度の総

和は 90%である。

各会合の音声は、その会合への注意度に比例する音量に

調節され、重畳されて出力される。図３では、会合１の音

声（ユーザＢとＣのマイク音声の重畳結果）が音量 40、

会合２の音声（ユーザＤとＥのマイク音声の重畳結果）が

音量 30の割合で重畳され、出力される。

５．多重参加システム

  試作システムのインタフェースを図４に示す。図は、会

合１と会合２の２つの会合に多重参加しているユーザの

画面例である。左上は、現在システム上に存在する全会合

の情報を表示する会話状況ウィンドウ、右上は新規に会合

を生成するための会合生成ウィンドウである。また、左下

は会合１の、右下は会合２の情報が表示される会合ウィン

ドウである。

ユーザは、会合ウィンドウのフォーカスを変更するこ

とによって、発言する会合を切り替える。また、会合ウィ

ンドウおよび会合生成ウィンドウのスライダを操作する

ことによって、各注意度を変更する。

図４  多重参加システムのインタフェース

本システムを用いた実験では、ユーザは音声の混濁に煩

わされることなく、同時に２つの会合への多重参加が可能

であった。しかし、3会合以上への多重参加を行った場合、

各会合の会話のスレッドが判別しにくい、現在聞こえてい

る音声がどの会合からのものであるか分かりにくい、とい

った問題が残された。

６．おわりに

音声による多重参加を実現する手法として、注意度に応

じた音声メディア制御方式を提案し、多重参加システムを

試作した。今後の課題としては、各会合の音声の判別を支

援していくことが挙げられる。
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